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設計工程
(　:チェックポイント)

市議会

小金井市民会議

ワークショップ

施工計画

UDレビュー

調査・検討

主な出来事

年度

土地利用提示

WS2

プラン提示

WS3

平面・断面
提示

WS4

模型提示

WS5WS1

フィードバック フィードバック フィードバック フィードバック フィードバック

各室諸元・仕上検討条件整理 基本設計説明書まとめ 実施設計

福祉会館 供用
開始

供用
開始

工期 :14 ヶ月

市庁舎

プラン検討・仕様（案）
6 月 7 月 8月

要望確認 仕様確認
（マルチスペース・外構）

仕様確認 報告

概算 1 概算 2 概算 3◎市民説明会
（配置・プラン）

・地盤調査・模擬地震動作成

◎JR, 清掃施設
　ヒアリング

・元号変更 ・消費税 10％・ラグビー
ワールドカップ

・オリンピック
パラリンピック

◎近隣説明 ◎計画整合確認

◎市民説明会
（基本設計図）

・既存樹木調査
・各課ヒアリング①

・外構・ランドスケープ
・各課ヒアリング②（確認） ・防犯設備設計・付帯工事設計 ・環境配慮計画・物品調査

・CASBEE・長期維持保全計画

・模型・パース ・実施設計仕様書
・設計 VE

工期 :27 ヶ月プラン確認
（議会フロア・福祉会館）

前期レビュー 後期レビュー

どんな建物に
なるか模型を
見て考えよう

マルチスペースで
どんなことがした
いか考えよう

みんなで敷地
を見てみよう！

どのように
使うか考えよう

基本設計図(案)
提示

市民ワークショップ
報告会

市民
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市民意見の
吸い上げ
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支援

福祉
会館

管理技術者

プロジェクト特性に合わせた協働体制

品質保証室（ISO）

構造・環境技術
が一体となった
社内レビュー

UD・コスト・VE検討会

社内サポート

BIM推進委員会

電気

建築（総合）主任技術者

意匠副主任(庁舎) 意匠副主任(福祉)
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歩行者アクセス
自動車動線
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『小金井ひろば』

商店街(農工大通り)
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情報
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打合せ
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『小金井ひろば』
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『小金井ひろば』ピロティ
(思いやり
駐車場)

ピロティ

ロビー空間
設備スペース

福祉会館福祉会館

庁舎庁舎 NN

『小金井ひろば』ピロティ

設備室を集約

一時避難
ボランティア受入

集まる

免震装置

災害対策本部

福祉会館(耐震構造)福祉会館(耐震構造) 庁舎(免震構造)庁舎(免震構造)

【基本的な考え方】

市庁舎

市庁舎 市庁舎
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清掃関連
施設

敷地境界△

セット
バック
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福祉会館
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会館

配置計画

基本計画 (C-3 案 )

『並べる』 『重ね合わせる』

・低層化による周辺住宅地への圧迫感の軽減
・階数減による共用面積の縮減、躯体量の縮減
・日常動線の短縮と災害時の避難時間短縮
・オープンスペースの最大化

『重ね合わせる』ことで２つの施設の相乗効果が高まり、
複合するメリットが大きくなる。

提案

低く

みんなで『交流の場』をつくる

図 3：『小金井ひろば』に面した「交流の場」のひろがり

1.

3.

2.豊富な庁舎、福祉会館を含む複合施設の実績をもつ
「専門性」を集結したチーム編成

多世代・多目的な市民の活動や交流の拠点づくり
『3つのポイント』

『防災の拠点』. . . 安心安全、頼りにされる拠り所

『コンパクト』 . . . “ 重ね合わせる”ことで複合化のメリットを活かす

『小金井ひろば』 . . . 将来ビジョンを踏えた市民協働のまちづくり

市民・地域と共につくる。『小金井会議』と『市民ワークショップ』

確実なスケジュール管理
❶関係者合意のためのフィードバック期間を確保
•設計の初期段階で徹底した調査と職員ヒアリング
を行い、『小金井会議』や『市民ワークショップ』
などの意見を的確に盛り込みます。
•設計の各段階ごとのチェックポイントで内容を確
認・承認を行うことで、工程管理を徹底します。

❷手戻りのない実勢に合わせたコスト管理
•工程の “ 肝” となるところで、複数回の
コストチェックを行います。
•東京オリンピックや大阪万博、都心の大
型再開発を踏まえた物価動向を反映し、
目的予算内に確実に納めます。

❸JR 中央線、住宅に近接する特殊な施工条件を想定
•施工中に清掃関連施設が稼働していることや、JR
中央線、西側・南側に住宅が近接していることなど
特殊な施工条件を踏まえ、工事が円滑に進むよう、
掘削や鉄骨資材の搬入、建て方等の「仮設計画」を十
分に考慮し、設計に反映します。

POINT 1

POINT 2

POINT 3

『循環型都市・小金井』. . . 施設づくりそのものがシンボルとなるPOINT 4

•豊かな緑を引き込み、市民の憩い
の空間となる大きな広場をつくる。
•全方位から安全・快適にアクセス
できる。
•武蔵小金井駅からの道の整備を促
し、街へと広がる新しい人の流れ
を促す。
•オープンスペースに人々を引き込
み、活発に市民が活動する。

❶国内最多の庁舎実績、複合施設の実績
•庁舎に加え、複合公共施設の経験豊富な管理技術者・各主任技術者を　
筆頭に最新の知識や技術を熟知した設計体制で臨みます。
•市議会対応は、わかりやすい資料を作成し、管理技術者が責任をもって
きめ細やかな対応を行います。
❷施設ごとに意匠副主任担当技術者を配置し、多種業務に迅速に対応
•庁舎、福祉会館にそれぞれ意匠副主任担当を配置し、課題解決を迅速に
　行います。
❸防災・環境・コストを
トータルに管理 ... 
　全社的な社内支援体制
•社内の技術室（構造部、
環境設備部、コスト部）
や品質管理室、VE 委
員会等の全社的な支援
で品質・コスト管理を
行います。

❶さまざまな視点で、関係者の意見を取り入れる『小金井会議』
•庁舎をはじめ多くの公共施設のノウハウを活かし、設計者が主体となって、
市民、市、有識者、委員会などから構成。新庁舎・新福祉会館の将来
のイメージを専門的な視点から考え、計画・デザインに反映します。
❷あらゆる市民とつながる『市民ワークショップ』
•こどもから高齢者まで、様々な立場の方々の “ユーザー” としての意識
を深めるために、施設づくりにまつわるイベント、ワークショップを
継続的に行います。
•ワークショップの運営は、都内大型庁舎を経験した専門のファシリテー
ターを配置し、さらに市民ワークショップの経験豊富なスタッフが中
心となって進めます。
•『小金井ひろば』に緑を引き込むことや、「マルチスペース」や「市民
参画スペース」等をテーマに “使い方ワークショップ” を開催し、竣工
後の活動イメージを共有します。•庁舎と福祉

　①庁舎・福祉会館共通のエントランス
　②マルチスペース(ロビー空間)を共有
　③情報発信機能や会議室を共有
　④設備スペースの集約配置
•庁舎とひろば
　ピロティ状の安全で快適なアクセ
ス空間
•福祉とひろば
　思いやり駐車場を配置した大きな
ピロティ空間

•免震構造の庁舎と耐震構造の福祉
会館を組み合わせた「連結免制震
庁舎」による安全性の向上。
•免震庁舎にエネルギー系を集約
し、地震時には機能維持が可能。
•災害活動に有利な大きなひろば・
福祉会館のピロティ空間。

•“ 3R ” の視点を持った設計手法
　①産業廃棄物を出さない建材の選定・
　　施工計画（リデュース）
　②既存樹木や雨水、井水 . . .今ある
　　ものを大切に利用する（リユース）
　③再生建材の積極的利用（リサイクル）

図 1：風情のある『はけ』の風景

はけの小路

ムジナ坂
図 2：豊かな地形やみどりのある風景

図 4：街に新たな人の流れをつくる

図 5 ：重なる部分を共有して
　　   スペースの有効利用を図る

図 8：綿密な対話を重視したプロジェクトチームとバックアップ体制

図 9：設計者主体の
　　   コミュニケーション
　　   による着実な意見反映

※庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会

図 10：市民や市の意向を十分に確認しながら進める設計工程

図 6：防災拠点となる庁舎と福祉会館

図 7：“3R” の視点をもった施設づくり

アイコン

東西に延びる『はけ』、風情ある『坂』や『階段』
のある風景  ．．． 。
起伏ある地形や豊かなみどりは、小金井市民
にとって愛着のある、街の魅力となっています。
まち全体をやさしく包むみどりを引き込み、
日常的に市民が活動し、街づくりの中心となる
『交流の場』をつくります。
そして、市庁舎と福祉会館、２つの施設がそ
れぞれ自立しながらも「重ね合わせる」ことで、
「交流の場」に広がりをあたえます。
市民の暮らしを支え、災害から市民を守り、
安心してこどもを育てられる ．．．そのような環
境づくりの要となる『小金井ひろば』を提案し
ます。

既存樹木の利用

伏流水の利用
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（様式 9）　業務取組方針 受付番号　3

小金井市の花
「さくら」

小金井市の木
「 けやき」
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特殊車両も入れるよう耐荷重 臨時駐車スペースの活用
（ 物資搬入車両・緊急応援車両 )

炊出スペース・
かまどベンチの設置

緊急対応車両
（公用車は来庁者とは分け
　すみやかに出庫できる）

防潮堤
ゲリラ豪雨対策

非常用井戸
災害時も水の利用が可能
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電気室
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・地震時に配慮して、
設備室は”免震”部分
に集約する

・福祉会館を供用開始
するため、設備室も
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夜間通用口

夜間通用口
公用車駐車場43台(地階)

ミラー設置

滞留スペース
6台分

5m

コンビニ

待機スペース
4台

17.8m

快適な東西
通り抜け通路

シダレ桜12本は
敷地内に移植

[ 凡例 ] 
Reuse: 
既存樹木は残す+
活かす、移植する、
再利用する

既存樹木

既存樹木
(サクラ)

(サクラ)

移植樹木

移植樹木

新植

歩行者アクセス
自転車アクセス
車両動線
臨時駐車場

「北側アプローチ」
：供用開始後も継続利
　用できるよう協議

充電
コーナー
(電気自動車)

前庭・駐車場は保水性
の舗装材を採用　夏の
照り返しにも有効

雨に濡れずにアプロー
チできる思いやり駐車
スペース8台(庇を設置)

「親水ひろば」
：井戸水を引き、いつ
　でも手に触れられる

既存樹木を活かす
南側住宅地のプライバ
シーに配慮

大きな樹は枝を払い移
植可能なサイズ、時期
を見て移植

構内道路
：敷地周囲に整備
     メンテナンスに有効

「こどもひろば」
　：親子のいこいの場
　　自然観察ができる

樹木の周りはツリー
サークルを設置し土
の散らかりを抑える

:繁忙期は、周辺
にも駐車可
(最大43台)

　最終的に廃道して
「小金井ひろば」に
　組み込む

「ウェルカムひろば」
：既存樹を活かした
　芝生ひろば
　アプローチから分か
　りやすい位置

街灯設置
夜間の防犯対策

NN

マンション

戸建
住宅

マンションマンマンシンシ ンョン

ピロティ
戸建戸建戸建
住宅住宅住宅 ピピピピロロピピピロピロ

福祉
会館
福祉
会館

市庁舎市庁舎

NN
JR中央線（高架）

緑
中
央
通
り

歩行者動線
車両動線

ピロティ

『小金井ひろば』

『小金井ひろば』VIEW

緑中央通り

JR中央線

[ 市庁舎 ]

[福祉会館 ]
緑のデッキテラス

開口部を工夫し
プライバシーを

確保

十分な
離隔

日照の
確保 マン

ション

3階

5階
(基本計画)

7階
(基本計画)

JR
中央線

6階

福祉会館福祉会館 市庁舎市庁舎

『小金井ひろば』

ヵ月
ステップ
準備・仮設 25tラフタークレーン

STEP1 STEP2

仮使用

60tラフタークレーン

タワークレーン1設置

(福祉会館上部 )

杭・基礎
1～ 3F 躯体
免震

4～ 6F 躯体
仕上・外構
仮使用検査
杭・基礎
B1F 躯体
免震

1～ 6F 躯体
仕上・外構
竣工検査

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

タワークレーン1解体

タワークレーン2
解体

タワークレーン2設置
東側 西側

・道路の設置(連担制度を利用するため)
・北側からのアクセス通路を設置
・工事車両は西側からアクセス

・福祉会館は、北側からアクセス
・工事車両は西側からアクセス
・駐車場20台確保(うち公用車6台)

・来庁車は西側道路からアクセス
・北側通路は存置
・駐車場63台確保(うち公用車49台)

・清掃関連施設の移転、撤去
・道路の廃道、外構工事完成
・駐車場126台確保(うち公用車49台)

工事着手 14 ヶ月目福祉会館供用開始

庁舎供用開始27 ヶ月目 外構

STEP 1 STEP 2

STEP 3 STEP 4

既存 既存
清掃関連施設 清掃関連施設

道路新設

JR中央線

JR中央線 JR中央線

ラフタークレーン25tラフタークレーン60t

資材置場

資材置場
タワークレーン1

タワークレーン 1
タワークレーン 2

既存

既存
清掃関連施設

既存

既存

工事用通路
工事範囲

工事車両以外
工事車両

工事用通路
工事範囲

工事車両以外
工事車両 点線範囲：庁舎東半分は躯体施工中

資材置場 資材置場NN NN

NN NN

工事範囲供用範囲（仮使用）

•緑中央通りに向かって大きく開き、奥行きある
オープンスペースを整備します。
•既存の緑を活かし、潤いある豊かな住環境を保
ちます。福祉会館は高さを3階に抑え、緑のデッ
キテラス、屋上庭園と緑の風景を繋ぎます。
•北側に市民活動スペースをまとめ、JR 中央線か
ら活動の様子がうかがえる透明感あるデザイン
とします。

❶駐車場と一体に利用できる災害時に有効な大きなスペース
•駐車場とひろばは平行に配置し、段差をなくすことで、
　一体に大きなスペースとして利用できます。
•ひろば部分は車の乗り入れられる耐荷重とします。
•公用車は、来庁車動線とはわけて庁舎地下に配置し、緊急
時には速やかに出動できるよう配慮します。
❷災害時に有効に利用できるピロティ空間
•福祉会館の大きなピロティは、
　物資の荷揚げ、荷降ろし、仮置きなど
　有効に利用できます。
❸井戸水を災害時も利用できる計画
•非常用災害対策用井戸を移設し、
　日常利用できる仕組みを提案します。

❶街と繋ぎ合わせる魅力的なアプローチ空間
•敷地外周部に植栽や歩道を整備し、歩行者(自転車)は安全で快適にアクセスできる計画。
•高架下の通路にも植栽を配置し、快適な歩行空間とする。
❷グランドレベルに、「最大 126 台」 駐車できる
•駐車場は、83 台（43 台は庁舎地下）に加え、繁忙期には+43 台駐車が可能。
　（地上部のみで 126 台駐車可能）
❸自然と触れ合うことのできる「3つのひろば」
•ウェルカムひろば：緑中央通りに面した芝生広場、まちなかの憩いのスポット
•こどもひろば：小金井の自然・植生が学べる。多摩産材の小遊具の設置
•親水ひろば：既存樹木と井戸水を活用した小金井の植生・生態系に触れられる

 

❶早期竣工を実現する施工手順
•タワークレーンを主体とした鉄骨建方で、工事動線・材料置場を確保。
❷隣接する JR中央線や住宅への影響を最小限に抑える仮設計画
•東面・南面は防音パネルにより、音・埃・振動・プライバシーに配慮。
•重機の転倒など事故防止のため、躯体の補強を見込んだ構造計画。
•JR に対して、変異測定等、工事の影響が無いことを確認しながらの施工を指導。
❸Reduce: 産廃を減らす施工上の工夫
•山留壁を型枠代わりに躯体を打設することで、掘削土量を縮減。

•敷地内の歩車道を明快に整備し、ゆったり
とアプローチできるよう計画します。
•アクセス動線にピロティを設け、強い日差し
や雨の影響を受けない快適なアプローチを整
備します。
•北側からのアクセスも継続的に利用できる
よう協議を行います。

•市庁舎(  6階建)と福祉会館(  3階建)の高さを
　抑えることで日照を確保し、圧迫感を軽減します。
•住宅（西側、東側）から十分な引きをとり、
　開口部を工夫することによってプライバシーを
　確保し、光害を防止します。
•周辺に緑を配し、周辺の住環境に対するアメニ
ティを高め、風害、設備騒音などを抑制します。

市庁舎と福祉会館を『重ね合わせる』
. . .  広 と々したにぎわい交流スペースを生み出す

　東から西へのびる JR中央線に平行に、大きなスペースを
創出し、豊かな緑や人の流れを引き込みます。
　1 階部分をピロティにすることで、市民が寄り添い活動で
きるオープンスペースを最大化します。人も車もゆったりと
アクセスができ、災害時には敷地全体が有効に活用できる空
間となります。
　さらに福祉会館を、低層かつ屋外ひろばのある段状の形状
とすることで、立体的に緑を繋ぎます。
　住宅地の“まんなか”に、潤いある憩いの空間を創り出します。

賑わいを生み、良好な住環境を整える『3つのポイント』

鉄道・住宅・清掃関連施設、特殊な施工条件を踏まえた施工計画防災拠点として機能する『小金井ひろば』

高さを抑え、プライバシーに配慮 . . . 周辺の住環境を快適にする。

全方位から安全で快適なアクセスができる

みんなが集まりたくなる『小金井ひろば』が街とつなぐPOINT 1

POINT 2

POINT 3

図 12：市民活動の中心となる『小金井ひろば』

図13：すべての方向からアクセスできる『小金井ひろば』

図 14：高さを抑え、緑を引き込み、
良好な住環境を整備する

図 16：日常の施設が災害時に有効に機能する「小金井ひろば」図 15：みどりが萌える、こどもが育つ、きずなを結ぶ『小金井ひろば』
図 19：STEP2( 福祉会館供用開始 )
 　　　地震時に配慮して設備室は免震部分に集約図 18：確実に施工できる工程計画

図 17：清掃関連施設と
　　　 工事の共存を可能
　　　 にする仮設計画

図 11：市民の活動と憩い、そして防災活動のスペースとなる『小金井ひろば』

『災害時の小金井ひろば』
災害発生

•一時避難スペース
発生２～３日

•支援物資供給スペース
•コミュニケーション・情報交換
　（ピロティ）
発生 4日～
•支援物資供給スペース
•コミュニケーション・情報交換
　（ピロティ）
•炊出スペース(ウェルカムひろば)
•ボランティア受入
　      (多目的スペース)
※災害対応機能として給排水等を検討

2.オープンスペースを最大限に確保する1. 3.

受付番号　3（様式 9）　＜提案テーマ１＞土地利用計画、建築計画及び施工計画に関する考え方
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「分散型エコボイド」
：南側４ヶ所

「中庭」
：外光の取入れ
パーティションに
よって間仕切りの
変更に対応

サーバー更新時の
リプレイススペース
として利用

市長室、首脳部門を
ひろば側にまとめた
明快なゾーニング

保健センター
はワンフロアに
まとめて配置

15人乗りEVで、
ベビーカーが
2台乗る

相談者のプラ
イバシーに配
慮して奥まった
位置に配置 相談者のプラ

イバシーに配
慮して奥まっ
た位置に配置

「キッズスペース」
：安心して手続きが  
できるよう子ども課
に近接して配置

職員用の通路を確保

「窓口」
：ローカウンターと
 ハイカウンターを
 適切に配置

職員の打合せから
来庁者のミーティン
グまで使用可

「リフレッシュスペース」
：軽い打合せにも利用
  できる

「シースルーエレベーター」
：動いている様子がわかる

市の特産品等を展示
２室に分割できる

広場での活動が見える

お互いの活動
が見える

活動が見える

活動が見える

活動が見える

『ワークショップ・ガーデン』
市民ワークショップでベンチ
を作ったり、花を植えたり、
みんなで使い方を考える。

市民活動や行政
の利用がしやすい
位置に配置
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駐車場 (庁舎 )63台
駐車場 (福祉 )12台
(内  公用車6台 )

思いやり
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(公用車 )

歩行者動線
車両動線
エコボイド
セキュリティライン

利用者アクセス

職員エリア
福祉エリア

利用者エリア
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調整中

❷待合ロビー
可動記載台や椅子で
市民の使い方に応じ
た対応が可能

❸情報ギャラリー
市政情報,企業PR,小金井
の歴史や文化を展示
ミニレクチャー等に利用

証明書
発行

発券機

案内

❶総合案内
ワンストップサービス
を分かりやすく配置し
迷わずに手続が可能

アウト
リーチ

アウト
リーチ

免震装置
すべり支承
制震ダンパー

「階段コア」
：ダンパー固定の構造体

福祉会館
（耐震構造）

市庁舎
（免震構造）
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災害対策
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色彩・内装・家具
などを活用し、わ
かりやすく整理さ
れたサイン計画

情報発信（福祉）
・ボランティアなど市内の
  福祉情報の公開

カフェ
・小金井の名産品を紹介・販売
するアンテナショップ
・地場産野菜の提供

市民参画スペース
・市民活動の拠点
となるスペース

情報発信（庁舎）
・小金井の歴史や文化を展示する
・こきんちゃんグッズ販売コーナー

マルチ
スペース多目的スペース（1F）

・マルチスペースと一体利用が可能

コンビニ
・休庁日は外から利用できる

販売売

用が可能

・
と

情
・
・

ら利用で

きん

ビンビンビンビニンビニ
庁日は外から
ンンンン
休庁
ココココ
・休

マルチマルチ
スペー
チ
ース

マ
ス

セキュリティ① ② ③ ④

福祉会館

市庁舎マルチ
スペース

　　　　　市民活動の拠点となる『市民参画スペース』
•『市民参画スペース』は、マルチスペースと一体利用できる計画とし、
市民活動の拠点となる。
•『多目的スペース ( 福祉会館 1F)』との相互利用も可能
•『マルチスペース』からは、2 階のカフェや会議室、3 階の子育てひろば
が顔を出し、市民の活動や賑わい、憩いが垣間見ることができる。

　　　　　活動スペースをつなぐ『コミュニケーション・ネットワーク』
•2 階レベルを中心に、情報コーナーや打ち合せスペース等、人が溜まる
小さな活動スペースで繋ぎ、庁舎・福祉会館の相互利用を活発化する。

複合化によるユニバーサルデザイン
の効果を最大化する

セキュリティ区画の可変による変化への対応福祉会館の上階を免震層とした連結免制震庁舎

自律型の環境技術が高める防災機能

4.

5.

自立しつつ連携する ... 市庁舎＋福祉会館1. 市民のさまざまな活動をつなぐ『コミュニケーション・ネットワーク』

市庁舎と福祉会館を『結びつける』. . .  コミュニュケーション・ネットワークを生み出す

•固有周期の異なる「耐震の福祉会館」と「免
震の市庁舎」を連結する相乗効果により、
さらに両施設の揺れを低減させ、耐震性能
向上を図る。
•福祉会館 ( 耐震 ) から上部 ( 免震側 ) に突き
出した” 階段コア” を、地震力を低減させ
るダンパー固定の構造体として活用するな
ど、複合化のメリットを活かす。

•ICT の進歩に従って庁舎は小さくなり、少子
高齢化の影響で福祉は大きくなる等、市庁
舎と福祉施設に必要な空間の変化を想定し
たセキュリティ区画。
•19ｍロングスパンの無柱空間により、セキュ
リティ区画が形成しやすいため、庁舎と福
祉会館の面積バランスの変更が可能。
•『マルチスペース (1~3F)』両サイドのセキュ
リティ区画を変更することで、市庁舎と福
祉会館の相互利用する範囲の変更が可能。

•共通の視点で、『案内』『移動』『利用』等
のユニバーサルデザインを徹底し、市庁舎
も福祉会館も同じように、誰もが使い易い
やさしさを徹底した空間づくりを行う。
•段階的にユニバーサルデザインレビュー
を行い、利用者や運用者と共にステップ
アップしていく設計手法を実施。

•市庁舎と福祉施設は、単独のエントランス・
施設内動線を整備し、それぞれが自立した施
設として機能する。
•開庁時間、開館時間帯の違いにより、セキュ
リティ区分が選択できるように設定し、庁舎
と福祉会館は、それぞれ機能することができる。
•市民参画スペースを中心に、複数の交流ス
ペースをつないでいくことで、自立していな
がらもコミュニケーションのネットワークが
広がり、相互利用を促すことで市民活動をさ
らに活性化させる。

目的に応じた災害対応の区分と共有
　　　　「災害対策本部」は、首脳部門に
　　　　隣接した   “大会議室” を利用
　　：　新福祉会館の「多目的スペース」は、
　　　帰宅困難者の一時避難場所として利用
•「マルチスペース」と「多目的スペース」
は、災害状況に合わせて連携が可能。
ライフラインが途絶えても機能維持
•自然エネルギーの利用や備蓄したエネ
ルギー源の効率的活用により、3 週間機
能維持できる自立した庁舎。
地震時の躯体セルフモニタリング
•地震計を設置して
リアルタイム計測
を行い、巨大地震
や繰返し地震にも
「建物の” 安全性”
と” 継続使用”」を
瞬時に判断できる
システムの導入を
検討。

図 20：『コミュニケーションネットワーク』を通した 2つの施設の連携

図 23：開かれた議場のイメージ例

図 25：『小金井ひろば』人々を迎え
　　　入れるピロティ空間

図 24：市庁舎から福祉会館での活動
　　   が見える

マルチスペース

多目的スペース

会議室 カフェ

市民参画
スペース

子育てひろ子育てひろ子育て子子育て子育 ば

図 26：『コミュニケーションネットワーク』
　　　　に点在するアウトリーチサービス

図 30：分かりやすい誘導の計画

図 27：機能維持できる
　　　 インフラのバックアップ

図 22：「はけ」をイメージした
　　　段状デザインの議場

図 28：『結びつける』ことで安全性を向上させる構造計画 図 29：利用に合わせて設定できるセキュリティライン 図 21：各階ゾーニングのイメージ

災害
対策
活動
一時
避難
場所

2.

3.

POINT 1

POINT 2

受付番号　3

セキュリティ① ： 福祉休館時
・市庁舎とマルチスペースを一体利用

セキュリティ② ： 休庁時
・ 福祉会館とマルチスペースを一体利用

セキュリティ③④ ： 将来対応
・ 将来の変化に合わせて
   セキュリティラインを設定

耐震構造上部の免震部分
は、すべり支承で長期支持
し免震開放で、耐震と免震
の接続（ダンパー）で応答
低減を図り完成させる。
（耐震構造単体ではci0.2～
0.25、連結免制振時に耐震
側の耐震性能（1.5）を確保）

（様式 9）　＜提案テーマ２＞複合施設としての機能連携の考え方
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ミーティング 広場での活動が見える
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リフレッシュスペース
・窓口から離し、カジュ
　アルな打合せや食事が
　しやすい

倉庫・書庫・更衣室
・サポートエリアに書庫
　や倉庫等を集約

執務室
・各課スペースの変更が容易
　な、無柱の執務スペース
・OAフロアやユニバーサル
　デスクで可変性に対応

ユーティリティ
・コピー等は各課が使い
　やすい位置に集約

マルチストリート
・職員間の打合せ、市民
　相談スペース
・市民活動による利用等が
　しやすい配置

マ
ル
チ

ス
ト
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ー
ト

事務室

事務室

倉庫

会議室等 玄関等 議会 福祉会館
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議会 福祉会館会議 玄関等
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15,820㎡

17,064㎡基本計画

提案

840㎡ 4400㎡4,904㎡

倉庫320㎡

LCC縮減の手法
❶建設費の削減

❷光熱水費の削減

❸改修・修繕費

❹管理費の削減
ZEB

Nearly ZEB
ZEB Ready

100％

・100％以上削減

70％以上削減

エネルギー消費量 50％

50％

基準一次
エネルギー
消費量

12

3

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量

太陽光パネル増設チューニング
による最適化

今回提案
（＋一部太陽光パネル）

1STEP

STEP

STEP
STEP

2STEP 3STEP

図 38:　段階的なNearly ZEB への方策

❹快適なオフィスの環境：来庁者・職員の心地よい環境づくり
•部署や作業内容の違い、個人差もあり、求められる環境は様々です。ICT 技術やパーソナル指向の設備を組み
合わせて、共用部、執務室、オフィスサポートそれぞれの利用に合わせた快適空間を無駄なくつくります。
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14％縮減

夏期冬期：エアバリア
消音型多機能ダンパー

ON

中間期：自然通風

消音

OFF

赤外線アレイセンサー 輻射パネル（設定温度緩和）

放射

北側採光

南の
日差し

JRからの
音の遮断

下方からの
自然通風取入れ
（消音機能強化） 床吹出空調

高断熱
の外壁タスク・アンビエント照明

執務空間マルチストリート オフィスサポート

分散
エコ
ボイド

•赤外線アレイセンサーにより、人数や温度分布
などをリアルタイムに把握し、無駄な空調や照
明を抑制。エネルギー消費を約20％低減。

•安定した北側採光
•消音機能付きの多機能ダンパー
により、季節毎の制御を簡易化。

•外壁側に通路を設けて、
室外の影響を抑えること
で、空調負荷を低減

安定した熱・光環境屋外の変化を許容 屋外の影響を緩和

フィルム入り
防音合せガラス

・バルコニーに向かって窓を設け、
　間接光を取り入れる。

・近隣の住宅が直接見えないよう
に、開口部を工夫してプライバシー
を確保。

マンション

光を取り入れる

執務室

リフレッシュ
コーナー

視線を制御エコ
ボイドドド

卓越風

エコ
ボイド

議場

ペースース務スペ務ススペペ執務執執務執執務執執執執務ス務スペスススペペペーース

マルチスペース

　　　プライバシーへの配慮
・開口部を工夫することで

　　　  視線の制御

マンションの影響に配慮し、
スペースを確保

マン
ションガラス

駐車場

市民参画スペース

カフェ
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エコボイド（温度差換気）P

P
A
A
A

A

A

A

A

P

P
P
P

P

太陽光発電（防眩型）
太陽熱集熱器

自然採光

床吹出し空調

床輻射空調

BEMSでエネルギーの
使われ方を視覚化

北面からの卓越風
を下から取り入れる

フィルム入り
防音合せガラス
(35dB 遮音 )

トイレ洗浄水や植栽への
散水に活用

地震計 (B1F,1F,RF)
躯体セルフ
モニタリングを行う アースピット

年間を通して安定した温
度の空気を取り入れる

雨水貯留槽

音の遮断

人検知センサー

壁

天井輻射パネル

卓越風を取入れる形状
屋上緑化
縦ルーバー

JR
中央線

エネルギーの見える化

雨水利用

水盤
（サンリフレクト機能）

リユース

❶執務スペースの集約による面積縮減：7㎡ / 人を目標
•片廊下型で適正な奥行きのまとまった執務スペースを確保。
•ユニバーサルデスクを採用し、各課の職員数のばらつきに
柔軟に対応。
•コピー機等のユーティリティを各階 2か所程度に集約。
❷オフィスサポートエリアによる面積縮減
•収納スペースは各課共用とし、執務室に隣接して配置。
•分散していた収納スペースをまとめ、収納量を増やすとと
もに、業務の円滑化が図れる。
•集密収納棚を活用し、収納効率を向上。
❸会議室の共用による面積縮減
•大、中会議室は、3階から 5階北側にまとめ、各課共用とする。
•日常的な打ち合わせは、交流ロビーの打合せブースを利用
し、市民とのスペース共用を図る。
❹低層化による共用スペースの縮減
•階段,廊下,エレベーター,トイレ,給湯,などの共用面積を縮減。

①外部の負荷を低減する効果的建築計画
・東西面を小さく、南面を壁主体で構成し、建物
内へ侵入する熱を抑制し、空調負荷を大幅に縮減
②自然エネルギーの活用
・再生可能エネルギー（風・光・緑・土・水）を
積極的に活用し、機械設備の運転を縮減
③高効率なインテリジェント設備の導入
・高効率設備、ICT 技術の導入により、無駄な空
調や照明を制御することでエネルギーを縮減
④運転を最適化する。
・実際の運転状況データを蓄積し分析することで、
最適な設備運転・維持管理を実現

環境負荷軽減の方針

❷パッシブ期間を拡大し、
　さらなる省エネを実現。
•自然エネルギーを効率よく活
用することで、パッシブ期間
（冷暖房運転なし）の拡大を
図り、エネルギー使用量を削
減します。

❶小金井の自然を活用した快適な環境づくり
•小金井の自然（風・光・緑・土・水）がもつエネルギーを活用した上で、
高効率設備を無駄なく運転し、快適な環境を実現します。

❸ICT 活用先端設備システムにより、エネルギー消費量 50％削減を目指す
•北側に鉄道 ( 防音対策）、南・西・東側に住宅 ( プライバシー配慮等 ) という周辺環境に適した環境親和システム
に加え、ICT を活用した先端的で費用対効果の高い設備システムの導入により、エネルギーを有効利用します。

　①敷地のレベルを 50cm上げることで掘削土量の縮減
　②山留壁を型枠にして、地下躯体を打設
　③柱頭免震採用による掘削量の縮減
　④庁舎地下駐車場範囲の縮小
　⑤面積縮小による工事費の縮減
　⑥中央熱源空調+個別分散型空調で機械室面積縮小
　⑦耐震構造と免震構造の組合せによる躯体量の縮減
　⑧仕上材のユニット化でコストを縮減
　⑨再生砕石、再生建材の採用によるコストの縮減
　⑩既存樹木の保存・利用
　⑪伐採した樹木の家具利用

　①建築計画による空調負荷・照明要求の低減
　②輻射空調・床吹出空調を採用し、コスト縮減と快適性の両立
　③再生可能エネルギー（ソーラーなど）の有効活用
　④北側からの安定した採光
　⑤無駄なエネルギー消費防止（中央監視制御・人感センサー）

　①スケルトン・インフィルの明確化
　②屋上緑化と屋上防水の完全分離
　③設備シャフトの適正化による改修工事の容易化

　①自然の灌水システムの構築
　②植栽の維持管理の容易化
　③設備機器の更新性の向上、標準品・汎用品の選定
　④汚れにくい内外装材の採用
　⑤メンテナンス費削減（メンテ梯子、機械室の集約化）

•中央監視設備とリンクしたＢＥＭＳにより環境設備システム
運転データの収集・解析を行い、継続的に環境・設備システム
の運転方法、パターンの見直し（チューニング）を行う。
•それにより快適な環境を維持しながら、目に見えないエネル
ギーの無駄を省きエネルギーコストをさらに 10％以上抑制。
•継続的にチューニングを行
い、使用エネルギーを抑制
すると共に、創エネ設備を
増強することでNearlyZEB
が可能に計画。（新築時に
80kW程度の太陽光発電を
設置し、段階的な整備を提案）

•建物のライフサイクルコストのうち、大部分をラ
ンニングコストが占めます。この費用に対する各
種低減手法により、LCC を 14％縮減します。

費用対効果を分かりやすく比較検討し、VE提案を検証します。
❶先行検討型の設計プロセス
・重要な検討事項の決定を基本設計段階に集中させ、先行検討型
の設計プロセスで工程に余裕をもち、設計品質を向上
❷各分野の検討と共に実施するコスト管理
・コスト増を回避するため、比較資料を作成し、関係者の要望
への対応、ハイスペック化によるコスト増に配慮。
・検討課題について、複数回の概算を基に各部署との協議を
重ね、コストを踏まえた選択肢を提示。

・優先順位、社会的必要性の変更等により、各分野のコスト分配
の再考が必要な場合は、総合検討会議を行い、コスト分配を調整
・BIMの活用により3次元の分かりやすい資料を作成、維持管理
段階まで使用できるプラットフォームをつくる。
❸基本設計完了時の概算は、実施設計レベルで算出。
・躯体数量、主要な仕上げ数量を算出し、実施設計レベルの概算を行う。
・保留事項は、概算条件を明確にして概算根拠を明確にする。
❹VE項目は比較検討により、わかりやすくメリットを提示
・発注者の行うVEに先立ち、社内のVE委員会による実績に基づ
くレビューの実施

・VE項目ごとに概算金額を算出し、費用対効果をわかりやすく提示
・イニシャルコストのみを注視するのではなく、快適さや
維持管理も指標に入れた比較検討を行う。

段形状を活用し、
北面からの卓越風を
下から取り入れる

緑 水 植栽（移植） 緑 植栽 ( 既存 )

アースピット
（地下躯体を利用
して外気を取込む）

土

土

アースピット
（地下躯体を利用
して外気を取込む）

吹抜けを利用し換気
長い庁舎の通風に効果
的な分散エコボイド

太陽光発電

北側の安定した
自然光を積極的に
取り入れる

エコ
ボイド エコボイド

( 分散型 )

屋上緑化
照り返し防止
日射による熱負荷の低減
散水による蒸散作用

縦ルーバー
西日の制御・熱負荷の低減
プライバシー (3F 保健センター )

再生可能エネルギー利用

蒸発散作用
再生舗装材の採用

雨水・井水利用
蒸発散作用

年間を通して温度が安定
している土の中を通して
外気を取入れる

南西面には高木落葉樹
で日射遮蔽

外調機

地下
伏流水

雨水・井水

外調機

水 保水舗装

卓越風

光

光

光

緑

地中熱ヒートポンプ

土

水

風

風

リサイクル リユースリユース

小金井の自然の活用

・縦ルーバーよる西日の制御
・太陽光発電によりエネルギーを創出
・太陽熱を除湿・給湯に利用
・自然採光

光

・屋上緑化により照り返しを抑制
・“小金井ひろば” の表面温度を抑え
街区全体への影響を抑制

・西面・南面に落葉高木

緑

・土の恒温性を利用し、クールピッ
トから外気を取り入れ、外気温
度を冷却(夏)、加温(冬)

土

・雨水・井水を貯留し、トイレ洗浄
水や緑地への散水に利用

・“小金井ひろば” を保水舗装し、蒸
発散作用により冷涼な空気を取込

水

・北面からの卓越風を床下から取り
入れるハイブリッド自然換気風

1. 2.

3.

4.

パッシブ手法を主体に、アクティブ手法を効果的に組み合わせ、心地よい環境をつくりつつ、
ZEB Ready 庁舎を実現。

省エネチューニングで ZEB Ready を実現

多彩な手法でLCC(ライフサイクルコスト)を14％縮減品質の確保を踏まえたコスト管理手法

コンパクトなスペースで面積を縮減するための4つの工夫

ZEBを目指したマネジメント・チューニング
・実用的・実効的な本施設用BEMSを導入
・運用段階でのエネルギー利用を分析し改善

＋

＋

①建築デザインによる負荷の抑制
　・外壁の高断熱・高気密化
　・北側からの卓越風を取り入れるせり出す建物形状
　・分散エコボイド(ソーラーチムニー)
②自然エネルギーの利用
　・北側の安定した自然採光
③ヒートアイランドへの対応
　・屋上緑化により、建物を高断熱化し熱負荷を抑制
　・屋上緑化や保水舗装によって、夏期は蒸散作用
　と照り返し防止により、周辺の温度上昇を抑制

①再生可能エネルギー利用
　・地中熱ヒートポンプ・太陽光発電・太陽熱集熱
②設備システムの効率化
　・デシカント空調（湿度コントロール性向上）
　・床吹出し空調＋輻射パネル（居住域空調）
　・高効率機器・中温度冷温水空調システム
③設備利用の合理化
　・オンデマンド制御・人検知センサー
　・タスク＆アンビエント空調・照明

さらに

パ
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シ
ブ
手
法
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ブ
手
法

Z
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P

A

パッシブ手法の徹底  . . .  敷地特性を活かした省エネ・省コストの実現 コンパクトにスペースを集約

設計から運営までフォローし、ライフサイクルコストを縮減

リサイクル

リサイクル

リユース

リデュース

リデュース

リデュース

リユース

リユース

（様式 9）　＜提案テーマ３＞ライフサイクルコスト等の低減、コンパクトな施設建設、環境負荷軽減の考え方 受付番号　3

図 31：敷地特性を最大限活かした環境づくり

図 33：パッシブ手法にアクティブ手法を効果的に組み合せる

図 34：ICT 技術やパーソナル指向の設備を効果的に組み込む

図 36：市民活動をサポートする働きやすいオフィス空間

図 37：集約配置、共用利用、効率化の視点による面積の縮減

図 39：各種低減手法によりライフサイクルコストを縮減

図 35：オフィスサポートゾーン
　　　  の心地よい環境づくり

図 32：パッシブ期間を拡大する


